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エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
病
院
（
里
目
胃
昏

⑦
閏
月
言
ン
目
⑦
厨
○
国
函
吊
宮
邑
）
は
、
英
国
初
の
女
性
開
業
医

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
一
八
三
六
年
’

一
九
一
七
年
）
に
よ
り
、
一
八
六
六
年
、
睦
言
胃
揚
皀
呂
①
ご
困
昌

さ
Ｈ
葛
Ｃ
日
２
ｍ
且
○
巨
号
①
ロ
の
名
称
で
、
ロ
ン
ド
ン
に
設
立
さ

れ
た
。設

立
の
理
念
は
、
「
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
」
診
療
で
あ

っ
た
。
創
設
以
来
、
二
○
○
五
年
に
至
る
ま
で
、
診
療
を
は
じ
め
、

病
院
の
管
理
や
運
営
な
ど
す
べ
て
が
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
担

わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
の
病
院
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ガ
レ
ヅ
ト
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
サ
フ
ォ

ー
ク
の
裕
福
な
商
人
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
医
師
職
が
未
だ
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エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
病
院
の
設
立
に
つ
い
て

柳
澤
波
香

青
山
学
院
大
学
兼
任
講
師

津
田
塾
大
学
非
常
勤
講
師

女
性
に
解
放
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
、
彼
女
は
、
医
師
を
志

し
、
女
性
で
あ
る
が
故
に
被
る
差
別
と
偏
見
と
た
た
か
い
、
刻

苦
の
末
、
一
八
六
五
年
、
ｇ
Ｑ
①
ご
具
ン
９
号
①
８
１
朋
．
の
開
業

資
格
試
験
に
合
格
し
た
。
シ
９
号
①
目
昌
の
資
格
を
得
た
理
由
は
、

医
師
に
な
る
た
め
の
受
験
資
格
が
女
性
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
当
時
の
英
国
で
は
ｇ
ｏ
岳
①
８
星
が
医
業
を
行
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
性
別
に
よ
る
受
験
資
格
制
限
が
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

開
業
医
と
し
て
の
資
格
を
得
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
一
八
六
六

年
、
マ
リ
ル
ボ
ー
ン
地
区
の
の
聖
日
２
局
四
四
月
六
九
番
地
に
、

子
供
と
女
性
を
対
象
と
す
る
診
療
所
を
開
設
し
た
。
診
療
所
の

設
立
に
は
、
疾
病
貧
民
の
救
済
に
理
解
を
示
し
た
篤
志
家
の
他
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
と
共
に
、
英
国
の
婦
人
の
社
会
的
・
経
済
的
自
立

を
促
進
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
た
中
産
階
級
の
女
性
ら
が
物

心
両
面
に
わ
た
り
協
力
し
た
。

診
療
所
の
近
隣
に
は
、
ス
ラ
ム
街
が
あ
り
、
貧
し
い
女
性
や
子

供
が
病
気
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
憂
盧
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス

は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
、
診
療
を
無
償
で
行
っ

た
。
外
来
患
者
数
は
、
創
設
当
時
、
一
日
約
八
○
名
で
あ
っ
た
。



エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
労
働
者
階
級
の
女
性
に
限
ら
ず
、
中
・
上
流
の

女
性
の
抱
え
る
精
神
的
な
悩
み
に
も
耳
を
傾
け
、
生
活
上
の
習

慣
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
病
気
の
治
療
に
も
あ
た
っ
た
。
女

性
患
者
た
ち
は
、
階
級
を
問
わ
ず
、
多
産
に
よ
る
疲
労
や
体
力

の
低
下
、
男
性
に
よ
る
虐
待
な
ど
、
男
性
医
師
に
は
話
し
づ
ら

”
い
思
わ
れ
る
こ
と
を
率
直
に
伝
え
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
診
療

０個
所
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
当
時
の
女
性
の
不
健
康
な
身
体
状
況

ロ
言上

や
、
貧
困
や
無
知
が
病
院
の
誘
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
も
認

第巻
識
し
、
女
性
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
に
つ
い
て
の
洞
察
を
深
め

２５第
た
。
な
お
、
医
師
と
し
て
の
研
讃
を
怠
ら
な
か
っ
た
エ
リ
ザ
ベ

誌
ス
は
、
一
八
六
八
年
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
よ
り
メ
デ
ィ
カ
ル
・

雑学
ド
ク
タ
ー
の
称
号
を
得
た
。

史権
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
一
八
七
一
年
、
実
業
家
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と

日
結
婚
し
た
。
結
婚
後
も
医
業
を
続
け
、
診
療
所
は
発
展
し
、
一

八
七
二
年
、
ｚ
①
雪
国
易
巨
巨
さ
同
君
○
日
の
ロ
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
患
者
数
の
増
大
に
伴
い
、
病
院
は
、
一
八
八
八
年
、
鉄
道

の
駅
に
隣
接
し
た
ユ
ー
ス
ト
ン
・
ロ
ー
ド
へ
と
移
転
し
た
。
以

後
、
こ
こ
は
、
「
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
」
質
の
高
い
産
婦

師
人
科
医
療
を
行
う
病
院
で
あ
る
と
共
に
、
産
婦
人
科
を
志
す
女

性
医
師
の
医
育
機
関
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九
九
年
、
病
院
は
、
曾
冒
ご
口
寓
＆
困
吊
ロ
国
民
目

君
○
日
①
ロ
と
統
合
し
、
ユ
ー
ス
ト
ン
・
ロ
ー
ド
か
ら
近
い
ハ
ン

ト
リ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
移
転
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
１
’
－
－
ヴ
ァ

ー
シ
テ
ィ
コ
レ
ッ
ジ
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ
ト
ラ
ス
ト
傘
下
の
病
院
と
な
っ

た
。
こ
の
統
合
に
よ
り
、
創
設
以
来
の
伝
統
で
あ
り
、
病
院
の

最
大
の
特
徴
で
あ
っ
た
、
「
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
」
診
療

体
制
に
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
男
性
の
婦
人
科

医
の
雇
用
が
こ
の
地
区
の
保
健
行
政
機
関
か
ら
提
言
さ
れ
た
た

め
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
対
す
る
一
万
人
を
超
え
る
署
名
が
集
め

ら
れ
、
政
府
、
保
健
省
に
嘆
願
が
行
わ
れ
た
が
、
二
○
○
五
年
、

男
性
医
師
が
病
院
の
診
療
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
女
性
医
師
に
よ
る
診
療
に
対
す
る
要
望
が
根

強
い
の
で
、
患
者
（
女
性
）
に
は
、
女
性
医
師
を
、
王
治
医
と
し

て
指
名
で
き
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。


